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災害時市民が行う応急手当 

応急手当の必要性と意義 

＊多数の負傷者が同時に発生する災害時、負傷された方々が、 

次々と、治療を求めて病院、救護所におしよせる。 

しかし、これらの施設でも、それに見合うだけの人的・物的医療 

資源は、被災により平常時より激減！施設そのものが損壊して 

いたり、医療機器が使えなかったり、スタッフが少ない、という 

状況になる。病院は重傷者でいっぱいで、医療資器材も不足、 

通常の医療と同じことはできない。当面の補給路も断たれる。 

医療機関は全ての負傷者に対応できない。 

簡単な怪我で順番を待っていては、いつになるか分からないし、 

処置を急ぐ怪我人の手当てが遅くなる。 

しかし、軽症者は応急手当も不要ということではなく、むしろ、 

殆どが応急手当の必要な外傷である。 

従って、軽症者に対する応急手当は自主防災組織など地域の 

方にお願いすることになる。 

家庭にある身近にあるものを使えば、市民でもできる。 

負傷者を地域から救護所や病院へ搬送する場合でも、止血など 

応急手当をしてあれば、悪化を最小限に食い止められるため、 

良い結果が得られる。 

但し、市民が応急手当を行う意義を正しく理解し、訓練を積んで 

適切な処置を出来ることが望ましい。 
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